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INTERNATIONAL PERFORMANCE ART EVENT 2007 

芸術祭名 :  "Artist as Activist"  
 

 

会期：2007年10月8日（月）-14日（日） 

会場：成田国際空港、渋谷ハチ公前、代々木公園、新橋駅前広場、plan B 

主催：AA project team 

助成：Pro Helvetia, Swiss arts Council 

後援：ドイツ連邦共和国大使館、駐日ポーランド共和国大使館 

認定：社団法人企業メセナ協議会 

協力：Arts and Law 

URL : http://www.artistasactivist.org/ 

  

[参加アーティスト] 
Yevgeniy Fiks(USA/Russia), Valerian Maly & Klara Schilliger(Germany/Swiss) Wladyslaw Kazmierczak & Ewa Rybska(Poland),  
Immo Klink(UK) , Steve Hines(UK), Lynn Lu(Singapore), Stefanie Trojan(Germany), 田上真知子(Japan), 山下麻衣＋小林直人
(Japan), 丹羽良徳(Japan), 小鷹拓郎(Japan),他 
 
[コンセプト] 
 "Artist as Activist"の目的は東京という都市が持つ歴史／文化／環境／人々と現代芸術がどのように関わっていくかという問いに身体的
なパフォーマンスやプロジェクトを通して、文化や民族の違いを越えて共に考え、街や社会との関わり方を考察する事です。国際的なアー
ティストのと日本国内で活動するアーティストの両方の視点により東京を見据え、現場で起こる出来事を通して、現在の東京の姿を浮かび
上がらせる試みでもあります。この芸術祭では、特に公共空間などを利用し現場で起こる出来事に注目します。市民とアーティストの共同
作業や協力といった関係の中から、これからあるべき文化を生み出そうと考えています 
[方法論と特色] 
 Artist as Activist では、芸術祭の特性上美術館のような特定の会場を設けていない。その為、作品プロジェクトは直接的に街そのものに
関わりを持ち、市民の目にさらされることになる。作品の実施される場所は市内各地広範囲に渡り、観客はこのマップを手がかりに見慣れ
た街へ“新たな旅”にでるのだ。また、逆に偶然の出会いも起きるわけだ。これは、過疎の進む村を芸術で活性化させるような地域プロジェ
クトとはことなる点だ。あくまで見慣れた都市を街を再発見することがその大きな特徴である。 
 Artist as Activist ではこのような考えを基に、Google Map などのメディアを活用しながら、東京という街が持つ地域性を考え作品設
置の選定を進めて行きたと考えている。大まかに言って東京 23 区内を主たる範囲と定め、各地域のリサーチを行ないバランスを持って望
みたい。東京都民にとって、この企画が都市発見の新たな足がかりになることを期待したい。芸術祭 “Artist as Activist” は以下の 3つカ
テゴリーから構成されています。 
■A : シティープロジェクト 2007年10月8日（月）-14日（日） 
＜City project＞東京23区内各所他 - 路上や公共空間で行なう都市プロジェクト 
■B : ライブパフォーマンスアート 2007年10月8日（月）-14日（日） 
＜Live performance art＞東京23区内各所他 - 公共空間などでのライブパフォーマンス. 
■C : ヴィデオドキュメントの上映 2007年10月14日（日）19:00-22:00 
＜AA project Video Night＞Plan B 料金：1000円 



[プログラムの解説] 

 

Pre ■10月7日 (sun) 17:00-17:40   Valerian Maly & Klara Schilliger "Arrival zone"  
成田国際空港第2ターミナル到着ゲート  
「来日する人々に向けてアーティストが日本語でサインボートでメッセージを送りました。」

 

■10月8日(月/祝) 20:00-24:00  Artist as Activist "渋谷界隈移動式オープニングパーティー"  
集合場所:JR渋谷駅スクランブル交差点すぐのスターバック前  
「渋谷の面白そうなポイントを移動しながらオープニングを祝います。通行人にもビールを振る舞た

 

 

■10月9日 (tue) 20:00-20:05  丹羽良徳 "Hyper pillow fight”    
JR渋谷駅ハチ公前    
「5分間だけのまくら投げ大会をしました。まくら持参で参加自由です」  

 

 

■10月10日 (wed) 14:00-15:00  小鷹拓郎 "公園レシピ"     
代々木公園内、原宿駅口最寄りの芝生広場  
「公園にある砂やゴミを使ってみなさんで大きなサンドイッチを作りました。」  

 

 

■10月11日 (thu) 13:00-17:00  Yevgeniy Fiks "Ideo water”  
東急田園都市線「二子玉川」駅周辺  
「多摩川の水、東京の水道水、ミネラルウォーターの三種類の試飲会をしました。すべて詳細な成分分
析付き」  

 

 

■10月12日 (fri) 13:00- Valerian Maly & Klara Schilliger "vapour trail"     
JR新橋駅前広場    
「スイスのアルプスで収集した石20kgを封印した氷を背負い、歩きました」 

 

■10月13日 (sat) 11:45-12:00 Valerian Maly & Klara Schilliger "Departure zone”  
成田国際空港第2ターミナル出発ゲート  
 「アーティストが帰国する時、覚えたての日本語を披露しました」

 

 

■10月14日 (sun) 19:00-24:00  

AA video night   

Plan B  入場料:1000円「10/7-13までの記録映像と共に世界中のアーティストの映像を一挙公開」

 



[参加アーティスト] 
プロジェクトプレゼンテーション 
ヴァレリアン・マリー＆クララ・シリガー / Valerian Maly & Klara Schilliger (Germany/Swiss)  

 
“arrival/ departure zone” プロジェクト 
成田空港の展望デッキや到着ゾーンから、来日飛行機の乗客に花束や「Love」や「Peace」といったプラカードを見せるプ
ロジェクト。日本という国にやって来たという事を祝福する。また出国ゾーンでは滞在中に覚えた片言の日本語をプラカー
ドに書きみせる。日本の島国文化と異国の人を受け入れるという歴史に対するアクション。 
 
Klara Schilliger 
1953年生まれ。現在ドイツのケルン在住。モダンダンスを学ぶ。現在チューリッヒのthe Hochschule für Gestaltung 
Zürichでパフォーマンスアートを教えている。 
Valerian Maly 
1959年生まれ。現在スイスのベルン在住。音楽を学ぶ。現在ベルンのthe Hochschule der Künste Bern (HKB)でメディ
アアートとパフォーマンスアートの教授である。 
1984年より共同でパフォーマンスアートやインスタレーションの分野で作品制作／発表を世界各国で行なう。また自己の
作品を”InstallAction”という造語を使い表す。 
 

 
 
 
 
 



 
イブゲニ-・フィクス / Yevgeniy Fiks (USA/Russia)  

 

“Ideo waters” プロジェクト 
「(A)東京の水道水、(B)ミネラルウォーター、(C)隅田川の水の三種類の水を用意し、一般通行人に自由に飲めるように設置。
各水は水質検査機関での精密検査を受け、データを展示。都市における、水と飲み水に関するプロジェクト。」 
 
1972年ロシアのモスクワ生まれ。1994年にNYに移住。Brooklyn College, New  
Yorkとthe School of Visual Arts, New Yorkを卒業後、ヨーロッパなどで展覧会多数。主な展覧会に第一回モスクワビエ
ンナーレなど。 

 
丹羽良徳 / Yoshinori Niwa (Japan)  

 

“Hyper Pillow fight” プロジェクト 
都市の中で突然の枕投げ大会を企画する。自分のいつも使っている枕を持って集合する。都市中での偶然の出会いと勝ち負
けの無いゲームを東京版にアレンジする。東京の知らない人同士を繋げるプロジェクト。 
 
1982年生まれ。多摩美術大学映像演劇学科卒。自然や動物と関わりながらの肉体的かつ社会的な作品を企画し、日本や海
外で発表、また路上でアクションなどを行なう。主な作品に「ヤンキー養鶏場」鳥インフルエンザが流行した時期に鶏にイ
ラク戦争や身の回り様々な質問をしにいくプロジェクト、「水たまりAを水たまりBに移しかえる」世界中の水たまりを口で
吸い上げ別の水たまりに移しかえるプロジェクト、「植物と一緒に音楽バンドを結成する」植物と一緒に音楽バンドを結成
できるのかどうか考えるプロジェクトなどがある。URL : www.niwa-staff.org 



 

小鷹拓郎 / Takuro Kotaka (Japan)  

 
“公園レシピ” プロジェクト 
公園や公園周辺にあるゴミや砂、雑草を具材として疑似料理を作り、そのレシピを収集するプロジェクト。公園で疑似料理
を作る行為を日本では「オママゴト」と呼んでいる。オママゴトで作られた料理は、通常では不可能である特殊な調理法も
可能で、作り手（シェフ）の想いや創造力、文化的背景や育った環境が技術を通さずに純粋に再現される。 
 
1984年生まれ。現在東京在住。阿佐ヶ谷美術専門学校でデジタルメディアを学ぶ。その後、アジア各国を放浪した経験よ
りパフォーマンスアートを行なう。URL : www,kotaka766.com 

 
ヴィデオプレゼンテーション 
イモ・クリンク / Immo Klink (Germnay/UK)  

 

“Urban Climbing” DVD / Slide show / 2004 
東京都内のビルや建造物にみんなでよじ登ろうとするプロジェクト。（但し、50cmしか登らない）都市化される東京に対
する小さな反抗心。 
 
1972年ドイツ生まれ。現在ロンドン在住。ドイツの大学で法律を学び、その後ロンドン大学で法学と知的財産の修士課程
修了。写真家ヴォルフガング・ティルマンスのアシスタントを経て、写真制作を行なう。「BeauzArts」,「ArtReview」,
「I-D」などの美術誌／ファッションカルチャー誌などで取り上げられる。都市の景観や人々に注目し、作品を制作する。
URL : www.immoklink.com 

 



ブラディスラウ・カジメルチェク&エバ・リブスカ “Wladyslaw Kazmierczak & Ewa Rybska”(Poland)  

 

“We like to watch at you” DVD / 57分 / 2004 

 

1951年ポーランド生まれ。現在イギリス在住。クラコフ（ポーランド）のthe 

Academy of Fine Arts in Cracowの修士過程修了。1979年から200以上のパ

フォーマンスを世界各地で行なう。また、ポーランドでパフォーマンスアートの

祭典”Castle of imagination”を企画するディレクターでもある。 

 

スティーブ・ハインツ / Steve Hines (UK)  

 

“8 x 8″ 他 DVD / 12分  

10時間続けられた穴堀の記録映像。逃げ場無き逃げ場の創造行為。私はどこへ行

くのか考える。 

 

1963年イギリスのノッティンガム生まれ。現在ロンドン在住。写真とヴィデオ

アートを学び、ロンドンのCentral St Martinsのファインアート科の修士課程修

了。 

 

ステファニー・トロヤン / Stefanie Trojan (Germany) 

  
“Kontaktaufnahme / first contact” DVD 

他人の脇の臭いを嗅ごうと試みるパフォーマンスの記録映像。他人との出会いのプロセスとテリトリーを考察する。 

 

Stefanie Trojan(Germany)  

1976年ドイツ生まれ。現在ミュンヘンとフランクフルトで活動する。the Academy of Fine Arts Munichで彫刻を学ぶ。

2003年ドイツ学術交流基金の援助を得てNYへアーティストインレジデンスを行なう。路上や公共空間での極簡単な行為を

行ない、他人への出会いのプロセスを考える。 

 

 



アウト・ラウンジ / Out-lounge  (Japan)  

   
”ゼロ次元以降のアクションアート” DVD / 35分 / 2006-2007 

2006年11月実施されたの同タイルのイベントの記録映像。東京の都電荒川線を貸し切っての車内パフォーマンスの様子。

東京のパフォーマンスアートの歴史。 

 

Out-longe &'()*+,-(Japan).  

1971/01234567The School  of Art Institute89:Columbia College7Fine Art;81998/<=>3?7

@ABC8DE<FGHIJKLMN8O<PQRSS2001/<TUFGHIJKLVWXYZ[8\]31X

^/_`abcGaILdILUout-lounge[8ef7gKhIiBC7jk<lmRAFGHIJKL_I`

7nopqrstuAvwxyz{<|}!"~�8��RX33 

 

山下麻衣＋小林直人 / Mai Yamashita+Naoto Kobayashi (Japan)  

 
 

 

 

“Release of mineral water” DVD / 5分 / 2004 

東京で購入したドイツのミネラルウォーターを実際にドイツ・ライン川近くの源

流まで持って行き、放流する。何処にでもある「水」を、わざわざ遥か遠くから

運んで来ている人の行為自体に、二人が逆行する事で、疑問を投げかける試み 

 

山下麻衣 

1976生まれ。東京芸術大学の油画科修士課程修了。 

小林直人 

1974生まれ。東京芸術大学の油画科修士課程修了。 

ビデオを主なメディアに制作。2004年に渡独し、現在はスイスのアーティスト

インレジデンス、Kuenstler Atelier AKKU Usterに滞在。2006年には国際展

"ARS 06"キアズマ現代美術館(ヘルシンキ)、"トランスメディアーレ06"(ベルリ

ン)等に参加。 

 

 



リン・ルー / Lynn Lu  (Singapore)  
“Dear” DVD / 2006 

 

シンガポール生まれ。フランスとアメリカで美術を学んだ後、東京芸術
大学先端芸術学部の修士課程修了。現在武蔵野美術大学の博士課程在籍。
女性としての自分の成り立ちを考えるようなパフォーマンスを他人との
コミュニケーションの中に見出す作品を作る。 
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[プロジェクト] 
■ 1 0 月 7 日  ( s u n )  1 7 : 0 0 - 1 7 : 4 0    
V a l e r i a n  M a l y  &  K l a r a  S c h i l l i g e r   " A r r i v a l  z o n e "  
成 田 国 際 空 港 第 2 タ ー ミ ナ ル 到 着 ゲ ー ト  
 

 
Photograph by 小鷹拓郎 

 

“成田空港の展望デッキや到着ゾーンから、来日飛行機の乗客に花束や「Love」や「Peace」といったプラカードを見せる

プロジェクト。日本という国にやって来たという事を祝福する” 

 

メディア：パフォーマンス 

マテリアル：サインボード 

写真撮影：小鷹拓郎、直方平ひろと 

ヴィデオ撮影：丹羽良徳 

 

スイスからの飛行機で到着し、ゲートを抜けると同時にアクションが始まり、旅行者に混じ
りながら奇妙なプラカードが提示されました。「葛飾北斎」「三島由紀夫」「東條英機」「小
野洋子」「お金」「健康」「蛍」「建前」「本音」「こけし」「珍道具」「広島」「ぶりっ
こ」「枯山水」など…様々な脈略の無い日本語が提示されました。飛行機会社のスチュワー
デスさんなどはこの奇妙な光景に吹き出したり、驚いたりしていました。「待っても来ない
人」を一途に待ち続けるような無意味だけれども、人間の本質のような行為だと感じました。
空港という人間の行き来する交差点でのドラマの始まりを予感させるかのようです。アーテ
ィスト2名で40分ほど様々なサインを提示し続けました。 
 

 
 
 



■ 1 0 月 8 日 ( 月 / 祝 )  2 0 : 0 0 - 2 4 : 0 0  
A r t i s t  a s  A c t i v i s t  " 渋 谷 界 隈 移 動 式 オ ー プ ニ ン グ パ ー テ ィ ー "  
集 合 場 所 : J R 渋 谷 駅 ス ク ラ ン ブ ル 交 差 点 す ぐ の ス タ ー バ ッ ク 前  

 
Photograph by 恩田晋吉 

 

「渋谷の面白そうなポイントを移動しながらオープニングを祝います。通行人にもビールを振る舞ったり」  

 

メディア：パーティー 

マテリアル：ビール、スーツケース、看板 

写真撮影：恩田晋吉、菅沼佐知子 

ヴィデオ撮影：小鷹拓郎 

 

渋谷という街を会場と設定し、ビールを片手に歩きまわった。通行人や買い物客にも積極的
に話かけイベントの告知を兼ねながら祝杯を揚げました。おおよそ2時間に渡るオープニング
ではセンター街、道玄坂、円山町、京王線渋谷駅周辺、ハチ公前まで。オープニングであり
ながら、同時に路上観察的な趣向で参加者の皆様は楽しんでいました。普段いつも通ってい
る街の中にまた新たな発見をすることは冒険ではなく、裏路地を観察することから始まると
いうことを学びました。 
 

 



■ 1 0 月 9 日  ( t u e )  2 0 : 0 0 - 2 0 : 0 5  
丹 羽 良 徳  " H y p e r  p i l l o w  f i g h t ”    
J R 渋 谷 駅 ハ チ 公 前   

 
Photograph by 菅沼佐知子 

   
「5分間だけのまくら投げ大会をします。まくら持参で参加自由です」 

 

メディア：パフォーマンス 

マテリアル：まくら、笛 

写真撮影：恩田晋吉、菅沼佐知子、小鷹拓郎、根上陽子 

ヴィデオ撮影：小鷹拓郎、松尾思樹 

 
20:00前から大勢の参加者が思い思いの枕を持参し集まる光景は素敵でした。渋谷の街自体
それだけでも多くのパワーを放っていますが、個人個人がバラバラの状態で纏まりが無い感
じがします。例えば、今回のまくら投げでもいいのですが、一つの目的に沿って今まで連帯
していなかった市民が楽しむということだけで、ただそれだけの為に枕を持って電車に乗っ
てやってくるというのは、とても想像以上に刺激的でした。現代の社会が個人所有や経済の
自由化という陰で人間の繋がりというものが忘れ去られているというのをもう一度確認でき
る機会でした。実際に枕投げに身を投じた人は少ないかもしれませんが、それを目撃した人々
の心の中でも生き続けることでしょう。 



■ 1 0 月 1 0 日  ( w e d )  1 4 : 0 0 - 1 5 : 0 0   
小 鷹 拓 郎  " 公 園 レ シ ピ "     
代 々 木 公 園 内 、 原 宿 駅 口 最 寄 り の 芝 生 広 場     

「公園にある砂やゴミを使ってみなさんで大きなサンドイッチを作ります」 
 
メディア：ワークショップ 

マテリアル：代々木公園内のゴミ 

写真撮影：丹羽良徳 

ヴィデオ撮影：丹羽良徳 

 
ゴミを拾い即席で擬似料理をつくるという単純明快な行為の中に、多くの民族的個人的思い
入れが隠されていることを思わされた刺激的なワークショップ。食文化はどんな人間にでも
切っても切れない縁があります。毎日繰り返している食事の中で刷り込まれた思いや体験が
自ずと創出するという点で、今回の参加は多種多様の表情を見せたようです。 
イギリス人女性（日本人男性と結婚）、スイス人アーティスト、美術学生などバックグラン
ドが全く違うなかで一つの料理を創作する。当初はサンドイッチを作るという話ではあった
が、結局ピザを作るという結果になりました。ゴミはレジ袋、木材の破片、ピクニックシー
ト、お菓子の袋など現代的なゴミの様相も見えるようです。それによって食事を再創造する
という皮肉でもあるのでしょうか？ 
 
 
 
 
 
 
 

 



■ 1 0 月 1 1 日  ( t h u )  1 3 : 0 0 - 1 7 : 0 0   
Y e v g e n i y  F i k s  " I d e o  w a t e r ”  
東 急 田 園 都 市 線 「 二 子 玉 川 」 駅 周 辺  

 

Photograph by 丹羽良徳（右）,山田はるか（左） 

 

「多摩川の水、東京の水道水、ミネラルウォーターの三種類の試飲会をします。すべて詳細な成分分析付き」 

 

メディア：ワークショップ 

マテリアル：水質検査表、多摩川の水、ミネラルウォーター、水道水、棚、ウォータータンク 

写真撮影：小鷹拓郎、丹羽良徳、木村健太、山田はるか 

ヴィデオ撮影：小鷹拓郎 

 
現代の社会で水はとてもコントロールされています。近代では奇麗な水を飲むのにもスーパ
ーなどでミネラルウォーターを買わないといけません。今回、三種の異なった水をボトル詰
めし、通行人に自由に試飲できるようにしました。三種の水は精密な成分分析研究所で検査
され、レポート結果も明示しておきました。ただもちろん、お分かりの通り多摩川の水はバ
クテリアが基準値の79倍検出されるなどされましたので、実質的には試飲が控えていただき
ました。 
地域の人々から様々な水の関するお話がこのプロジェクトによって浮き彫りとなる結果で、
とても興味深かったです。例えば、ある女性は食事にはミネラルウォーターを使用するが薬
を飲む時は水道水しか使わないなど、水に関する様々な思いが伝わってきました。 

 

 

 

 

 

 



■ 1 0 月 1 2 日  ( f r i )  1 3 : 0 0 -  
V a l e r i a n  M a l y  &  K l a r a  S c h i l l i g e r  " v a p o u r  t r a i l "     
J R 新 橋 駅 前 広 場    

 

photograph by Varelrian Maly（左）小鷹拓郎 (右) 

 

「スイスのアルプスで収集した石20kgを封印した氷を背負い、歩き続けます」 

 

メディア：パフォーマンス 

マテリアル：スイスの石、氷、紐、チョーク 

写真撮影：小鷹拓郎、瀧口恭 

ヴィデオ撮影：丹羽良徳 

 

化石燃料はいつか尽きる言われているが、資源は循環している。例えば、水は雨となり海に
降り注ぎ、蒸発し雲となり上空へ渡りまた雨や雪となり地球上のどこかへ降り注ぐ。今回の
パフォーマンスも主に環境や循環といったことをテーマにしている。スイスで採取した河川
の石を東京で氷付けにし、それを背負いながら溶けるまでじっと耐える。人間存在と環境の
関係について考えさせる行為だった。例えば人間も生きているだけでも、二酸化炭素を吐き
出すし、ゴミを出したりする。それを如何に認めるか、またその環境と如何に関わるか。も
ちろん、この作品の中でもその答えは何も提示されてはいないが、それを身を以て耐えるこ
とによって、ロジカルではなく感覚的に表現を完成させていたと思う。現代の社会の中で変
化はとても重要なことだけれども、その変化の方向というのは如何に定めるべきか。芸術と
いうのは、その答えを見つける為の道具ではなく、それを考える為の装置であるのだろう。 
 

 

 

 

 

 



■ 1 0 月 1 3 日  ( s a t )  1 1 : 4 5 - 1 2 : 0 0  
V a l e r i a n  M a l y  &  K l a r a  S c h i l l i g e r  " D e p a r t u r e  z o n e ”  
成 田 国 際 空 港 第 2 タ ー ミ ナ ル 出 発 ゲ ー ト 
 

 
photograph by 恩田晋吉 

 

「アーティストが帰国する時、覚えたての日本語を披露し

ます」 

 

メディア：パフォーマンス 

マテリアル：メモ帳、金粉、新聞紙 

写真撮影：恩田晋吉、小鷹拓郎 

ヴィデオ撮影：丹羽良徳 

 
 

島国の日本にとって空港や港は元来交易の
場所として機能してきた。その場は唯一海外
と繋がる場所であった。日本に於いて唯一、
外国語が飛び交う空間であったのだろう。ア
ーティストがその文化背景を注意深く読み
取る感性には脱帽し、ふとその声に耳を傾け
た。無作為に選んだ片言の日本語を発音しな
がら、本当に帰国するという一連のパフォー
マンスは作品至上主義から見れば、とてもレ
ベルの低いことかもしれないが、このプロジ
ェクトにはそれだけには収まりきらない芸
術と人間と交流について考えることのでき
る機会を創出した。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



■ 1 0 月 1 4 日  ( s u n )  1 9 : 0 0 - 2 4 : 0 0 
A A  v i d e o  n i g h t 
p l a n  B 

 
photograph by 菅沼佐知子 
 

入場料:1000円「10/7-13までの記録映像と共に世界中のアーティストの映像を一挙公開」 

 

メディア：ヴィデオ上映＋トーク 

写真撮影：小鷹拓郎 

ヴィデオ撮影：直方平なおと 

 

一週間のプロジェクトを振り返りながら、ビデオドキュメント公開し、さらに関連する海外
で活動しているアーティストたちの作品も同時に紹介した。都市空間と人間と言ったテーマ
や人間がより良く生きようとする原点には何があるのかという深い思索を立てる事ができた。
ヴィデオ上映の後でのトークでは活発な意見交換が観客からもされ、5時間にも及ぶイベント
は熱気に包まれていた。土地管理を巡る問題や各国での芸術に対する行政の考えかたなど、
東京で次に何をすべきかという今後の指針を話会う良き機会となりました。 
 
 

 

 



[企画者-AA project team] 
[企画／主催] Organized by 

AA project team 

 

[AA project teamとは] What’s AA project team? 

2006年9月結成の任意団体。アーティストの丹羽良徳を中心としながら、編集者の山北健司とアーティストの小鷹拓郎によ

る国際芸術祭企画チーム。特に丹羽良徳の国際ネットワークや国際展の経験を生かし内外のアーティストやアドバイザーな

どの助言を得ながら、東京という都市での現在形の芸術の在り方を模索する。 

 

[運営メンバー] Members 

企画責任者／代表：丹羽良徳 

広報担当：山北健司 

会計／書記担当：小鷹拓郎 

 

[オフィス] Office 

〒1650033 東京都中野区若宮2-60-16さゆり荘6 

Tel : 03-6322-7968 / Mobile : 090-4187-0362  E-mail : niwa@niwa-staff.org 

 

[芸術祭協力者] Festival supporters 

撮影スタッフ Camera Crew 

恩田晋吉、直方平なおと、上野倫可、桧原勇太、菅沼佐知子、小鷹拓郎、瀧口恭、松尾思樹 

 

ボランティアスタッフ Volunteer staff 

木村健太、山田はるか 

 

協力 Supporters 

Arts and Law、山岡佐紀子、松尾思樹、根上陽子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[芸術祭日程] 

2006.9.1 実行委員会結成 

2006.9上旬 企画立案 

2006,9中旬 作品プロジェクト募集告知開始 

 
(プロジェクト募集のチラシ) 

 

(募集直後に届いた作家資料) 

2006.10.29 プロポーザル締め切り／選定会議 

 

（作家選定の様子） 

2006.11.1 招待作家の決定 

2006.11上旬 都内ロケーションハンティング 

2006.11.10 関係大使館への後援要請 

2006.11下旬 各助成金申請開始 

2006.11下旬 Arts and Law協力要請 

2007.1-6 参加アーティストの企画詳細打ち合わせ 

2007,8,3 Pro Helvetia(スイス)助成申請 

2007.8.15 第一弾プレスリリース送付 

2007.9.29 第二弾プレスリリース送付 

2007.9.30 印刷物 / ウェブサイト 完成  

2007.10.7 アーティスト来日 

2007.10..8-14 企画の実施 

2007.11 報告書の作成 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[デザイン] 
フライヤー Flyers 

  
デザイナー：梨本由香 

サイズ：A4 (210mmx148mm) 

部数：5000 

カラー：4C 

 
ウェブサイト Web site 

  
デザイナー：伊藤利恵 

URL : http:/www.artistasactivist.org/ 

 



ロゴ Logos 
 

 
デザイナー：丹羽良徳 

サイズ：可変 

カラー：BW 

 

サインボード Boards 
 

 
デザイナー：梨本由香 

制作：丹羽良徳 

サイズ：B2 (515mm×728mm) 

カラー：BW 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



[データ編] 収支報告 
★計画 

-支出-(円) 

会場借用費 20000 

印刷費用 50000 

諸謝礼 80000 

滞在費 20000 

通信費 10000 

消耗費用 20000 

雑費 10000 

記録消耗費用 10000 

事務経費 20000 

合計：240000円 

 

-収入-(円) 

自己負担金 240000 

合計：240000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★結果 

-支出- (円) 

■会場借用費 

plan B 25000 

■印刷費用 

プライヤー 15500 

■諸謝礼 

ヴァレリアン＆クララ 20000 

デザイン伊藤＆梨本 20000 

■滞在費 

0 

■アーティスト旅費 

ヴァレリアン＆クララ 3000000 

■通信費 

0 

■消耗費用 

コピー代 3770 

インク、用紙 20912 

■雑費 

タクシー代 3580 

AVケーブル 4060 

■記録消耗費 

ビデオテープ代 2900 

■事務経費 

郵送費 29950 

看板 754 

イベントビール／ワイン代 7410 

■作品制作費 

ボトル 2250 

ミネラルウォーター 690 

水質検査 18900円 

-合計 : 475,966円 

 

-収入- 

自己負担金 175,966 

Pro Helvetia 300000 

-合計 : 475,966 



[観客動員数] 
性格な数値が把握できない場合は概算の数値を記入してあります。またプロジェクトの特性上動員数が明確で無い物が含ま

れております。 

 

日時／アーティスト／プロジェクト／場所                             動員人数 

Pre �10月7日 (sun) 17:00-17:40    

Valerian Maly & Klara Schilliger "Arrival zone"  

成田国際空港第2ターミナル到着  

50 

■10月8日(月/祝) 20:00-24:00  

Artist as Activist "渋谷界隈移動式オープニングパーティー"  

50 

■10月9日 (tue) 20:00-20:05  

丹羽良徳 "Hyper pillow fight”    

JR渋谷駅ハチ公前     

120 

■10月10日 (wed) 14:00-15:00   

小鷹拓郎 "公園レシピ"     

代々木公園内、原宿駅口最寄りの芝生広場     

20 

■10月11日 (thu) 13:00-17:00   

Yevgeniy Fiks "Ideo water”  

東急田園都市線「二子玉川」駅周辺  

50 

■10月12日 (fri) 13:00-  

Valerian Maly & Klara Schilliger "vapour trail"     

JR新橋駅前広場    

100 

■10月13日 (sat) 11:45-12:00  

Valerian Maly & Klara Schilliger "Departure zone”  

成田国際空港第2ターミナル出発ゲート  /  NRT terminal 2  

20 

■10月14日 (sun) 19:00-24:00  

AA video night   

Plan B   

45 

総計                                                                                 455名 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



[プレスクリップ] 
プレビュー Preview 

■L25 (No.36 2007.10.4発行) 

■阿佐ヶ谷美術専門学校広報誌 

■weekly ぴあ関東版 (2007年10月11日号/ 2007年10月18日号) 

 
↑L25より 

 

 



レビュー Review 

■Art drops (Online art magazine) 

URL ; http://artdrops.exblog.jp/ 

 

 

■Locus Suspectus  

(Canadian contemporary art magazine) 

Ohta Emmaさんが現在原稿作成中 

 
 

 

 

■Left Lion 

(British culuture magazine) 

Ohta Emmaさんが現在原稿作成中 

 

 



[企画者から] 
Message from organizers 
 
芸術祭はパワーを持っていないといけないと思う。それも連帯するパワーを。アーティスト個人の力
も去ることながら運動体としての継続するそして組織としてのパワーが必要だと思う。今回のプロジ
ェクトではたた至らぬことがあり、広報面や動員などでかなりの失態をおかしているが、対話するこ
との大切さや文脈の違うアーティストや一般市民などと関わることによって一つの都市像を掴もうと
する試みは、とても重要だということを再確認した。 
近代における行政のコントロール化は進む一方ではあるが、そこに切り込み人間存在の主張を如何に
するかいうことはとても難解のように思えるが、一方ではとても単純明快な思想原理から来ているの
だ。私たちは生きています、それもより良い社会を求めて。そこでは確かに争いや意見の違いはある
でしょうが、私たちはその話し合いの時間を厭いません。それを実現させるには、とても膨大な時間
と労力が必要です。美術館や画廊といった一種の特権空間に迷い込み権威を得ることは私の希望では
ありません。どれだけ人生が窮地に追い込まれようとも、私は人間の性善説を信じたいと思います。
私には何があろうとも生きていきます。死にませんと言える限り。 
ある人はあなたのやっていることは過激な思想だと言う方がいらっしゃいますが、なにも過激左翼思
想でもなく、理想に向けた切ない思いを如何になんの制約に囚われず目指すかという実験なのです。
ですから、これからは継続と現実に身の回りで起きていることを、さらに注意深く観察しその現場か
らの声を拾っていければと思っております。芸術は作品そのものだけのことではありません、その芸
術が如何に私たちと関わっているかということなのです。 


